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➊ 編修の基本方針 
 

本書は、これからの社会を生きるために必要な情報活用能力の育成を目指し、次のような生徒像を掲

げて編修しました。 

 

○情報を適切に活用するために、必要な知識と技術を確実に習得している。 

○情報通信ネットワークを目的のために活用できる基本的な知識と技術を習得している。 

○コンピュータや情報通信ネットワークについて、科学的に捉えることができる。 

○情報や情報技術の利点や留意点を意識して、日常的に賢く活用できる。 

○大学につながる基礎となる知識を持っている。 

○新しいことを知り、新しいものをつくるおもしろさを知っている。 

○生きる力を支える知識を持っている。 

○国際競争力を備えている。 

○各界でリーダーシップを発揮できる問題解決力を備えている。 

○情報社会の発展に寄与する能力と態度を具備している。 

 

 

 ここに掲げた生徒像を実現できるよう、下記の基本方針に基づいて編修しました。 

 

(1)情報化の進む社会に積極的に参画できる能力・態度を育成する。 

(2)情報をコミュニケーションなどに活用する力や、情報の主体的な選択・処理・発信に欠かせない

思考力・判断力・表現力を育成する。 

(3)情報セキュリティ、知的財産の保護などに対する実践的態度や、情報を適切に扱ううえで必要と

される倫理的態度を育成する。 

(4)情報機器、情報通信ネットワークやソフトウェアを活用することにより、知識や技能が生きて働

き、実践に結び付けることができる。そのため、生徒一人一人が情報活用能力を確実に身につけ

ることを重視する。 

(5)情報化の進展に主体的に対応できる能力や態度を育むため、より広く深い学習を可能にする内容

を重視する。 

 



 

➋ 対照表 
 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

 

1章 

情報社会 

2章 

コンテンツ 

3章 

データサイエンス 

4章 

情報システム 

●オープンデータを活用して地域の統計情報を可視化する実習を通して、自

分の暮らす地域や、日本国内のさまざまな地域への理解を深めることがで

きるようにしました（第 5 号）。 

 

●人工知能と人間の関係について調査し、未来の仕事について考える実習を

取り上げました（第 2 号）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲9 ページ／人間と人工知能の共存について話し合う 

 

●記事や広告の表現を検証するチェックリストを作成する実習を通して、批

判的に情報を読み取り、問題の発見につなげる力の育成を図りました（第

1 号）。 

6-7ページ 

 

 

 

8-9ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26-29ページ 

 

1章 

情報社会 

2章 

コンテンツ 

3章 

データサイエンス 

4章 

情報システム 

●ユニバーサルデザインを含む情報デザインについて、具体的な事例を交え

て学び、効果的なコミュニケーションのために情報デザインを活用する力

の育成を図りました（第 3 号）。 

 

●都市鉱山について取り上げ、情報機器と持続可能な社会の関係について考

える機会を設けました（第 4 号）。 

 

 

 

 

 

 

▲62 ページ／都市鉱山 

 

●ゲーム制作会社で働くかたへのインタビューを掲載し、学習事項と職業と

のつながりを意識できるようにしました（第 2 号）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲98 ページ／インタビュー ゲーム制作会社編 

 

●プロジェクト・マネジメントについて取り上げ、組織で協力して問題を解

決する力が身につけられるよう努めました（第 3 号）。 

59ページ 

 

 

 

62ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

98-99ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

96-97ページ 

 

実習編 

理論編 



 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

 

 

●問題解決学習の進め方について取り上げ、プロセスを意識しながら効果的

に学習を進める助けになるよう努めました（第 1 号）。 

 

●他者の意見を尊重し、集団で合意形成を行う力を身につけられるように、

協働学習について取り上げました（第 2 号）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲110 ページ／協働学習 話し合いの進め方 

 

●問題を分析し、改善提案を行う活動である QC サークルについて記載し、

主体的に問題の発見、解決を行い、社会の発展に寄与する態度を養うこと

を目指しました（第 3 号）。 

108-109ページ 

 

 

110-111ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

118-119ページ 

 
●問題解決のツールについて取り上げ、問題を発見、解決する力を育てる活

動の助けになるよう努めました（第 1号）。 

 

150-152ページ 

 

➌ 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 
 

① 学習の定着を目指して 

情報Ⅰの学習内容とのつながりに配慮し、より学習が深められるよう、情報Ⅰの内容を振り

返るページを設けました（130-131 ページ）。 

 

② 索引・用語集 

教科書の最後には、詳細な「索引・用語集」のページを用意し、生徒が自学自習を行う際の

助けになるよう配慮しました（160-169 ページ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲130 ページ／情報Ⅰの振り返り             

  

資料編 

活用編 

▲160 ページ／索引・用語集 



 

別紙様式 5-2 号 

編 修 趣 意 書 
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-142 高等学校 情報 情報Ⅱ  

※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名 

2 東書 情Ⅱ 002-901 情報Ⅱ 

 

 

➊編修上特に意を用いた点や特色 
 

学びやすく、教えやすい教科書 

 

 

①教科書は、実習編・理論編・活用編・資料編に分かれています。学校の特

色や生徒の実態に応じて、それぞれの内容を組み合わせて授業を構成でき

ます。 

②実習編は、さまざまな授業の形態に応じられるように、多様な課題で構成

しています。 

③活用編は、問題解決の手法やツールについて詳細に解説しており、情報科

だけでなく、「総合的な探究の時間」の学びなどにも役立ちます。 

 

 

①理論編の各章末にまとめのページを設け、生徒が学習状況を確認できるよ

うにしました。また、章末問題を用意し、学習内容が確実に身についたか

確認できるようにしました。 

②実習編の各実習に評価の欄を設け、振り返りができるようにしました。 

③教科内容に関連する仕事をするかたへのインタビューを掲載し、社会との

つながりを感じながら、学習ができるようにしました。 

④授業で扱う用語を参照するため、巻末に索引・用語集を設けました。日常

生活でも活用できるように、簡潔で分かりやすい記述を心がけました。 

 

 

①目次と索引を充実させ、目的の内容がどのページにあるか、探しやすいよ

うにしています。 

②つながりのある項目に「LINK」マークを付けました。 

③デジタルコンテンツの活用が有効な箇所には、コンテンツのマークを付し

ました。 

④生徒が読みでつまずかないよう、重要用語やアルファベットで表記される

語には振り仮名を付けました。略語については側注や用語集に正式名称を

記し、随時確認できるようにしました。 

⑤全体の中で現在の位置が容易に分かるよう、実習編、理論編、活用編のそ

れぞれの項目に通し番号を付けました。 

 

 

 高校生の多様な実態に応じる  

 生徒が自ら学ぶ意欲の育成  

 学びを高める機能性と資料性  



 

 

構成と内容 

図書の構成 各編の内容 該当箇所 

１章 

情報社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 

コンテンツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 

データサイエンス 

 

４章 

情報システム 

●01-04では、情報社会の発展についての考えを深めることにつながる実習

を取り上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲11 ページ／バーコードの利用例 

 

●05-10では、コンテンツを制作、発信、評価、改善する実習を取り上げま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲20 ページ／ポスターの評価ポイントの例 

 

●11-17では、データを活用して、問題を解決する力を身につける実習を取

り上げました。 

  

●18-23では、情報システムの設計、制作を行う実習を取り上げました。 

 

4-11 ページ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12-25 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26-41 ページ 

 

 

42-54 ページ 

 

１章 

情報社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 

コンテンツ 

 

 

 

 

 

●01-03では、情報社会の進展と情報技術について取り上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲56 ページ／農業の変化 

 

●04-06では、コミュニケーションとコンテンツについて取り上げました。 

 

 

 

 

 

56-65 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66-75 ページ 

 

 

 

 

 

実
習
編 

理
論
編 

▲23 ページ／学校 PR の PDCA サイクル 



 

３章 

データサイエンス 

 

 

 

 

 

 

 

４章 

情報システム 

 

●07-12では、データサイエンスについて取り上げました。 

 

 

 

 

 

 

▲83 ページ／非階層型クラスタリングの例（k-means） 

 

●13-16では、情報システムとプログラミングについて取り上げました。 

 

 

 

 

 

 

▲96 ページ／開発の工程 

 

76-91 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

92-105 ページ 

 ●活用編では、問題解決学習の進め方、アンケートの作り方、プレゼンテー

ションのポイントなど、生徒が活動する際に参考になる情報をまとめて掲

載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲118 ページ／問題が発生している原因を探るツール パレート図 

 

107-129 ページ 

 ●資料編では、情報科に関連するさまざまな法律や問題解決のツール、電子

メールの基本、色彩の基礎知識など、学習に役立つ資料をまとめて掲載し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

▲140 ページ／拡張子の例、ファイルの管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲142 ページ／色の三属性の配列、色立体 

130-169 ページ 

 

資
料
編 

活
用
編 

理
論
編 



 

内容の特色 

 

 

 

①情報教育の 3 つの目標である「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情報社

会に参画する態度」を習得するため、座学と実習をバランスよく配置しました。 

②比較的短い時間で実施できる実習を多数用意し、これまでに培った情報活用能力を

確認・定着させるように配慮しました。 

 

①「情報Ⅱ」の内容を実習編、理論編、活用編、資料編に分け、授業の流れを考慮し

て配列しました。 

②実習は 23例に厳選し、学習を効率的に進めることができるよう配慮しました。 

③「情報Ⅰの振り返り」のページを用意し、円滑な接続ができるよう配慮しました。 

④分野を超えた総合的な学習ができるように、関連ページへのリンクを多数掲載しま

した。 

 

①平易な文章で、分かりやすく、丁寧な記述を心がけるとともに、正確な図表や美し

い写真、内容理解を助けるイラストを掲載するようにしました。 

②索引・用語集には多数の用語を取り上げており、生徒が自ら学び、自ら考える力の

育成に有効です。さまざまな分野で学習の役に立つ内容については、活用編と資料

編としてまとめて掲載し、随時参照できるように配慮しました。 

 

①製本はリサイクル性を重視し、針金ではなく、接着剤を使用しました。 

②用紙は再生紙を用いるとともに、植物油インキで印刷しました。 

③レイアウト、図版の色遣いなど、ユニバーサルデザインに配慮しました。教科書の

本文などには、ユニバーサルデザインフォントを使用しました。 

 

①学習の準備、評価規準などが分かりやすく整理された教師用指導書を発行します。 

②指導書付属の教科書作品データ、ワークシートなどが、ICT 教育の充実をサポート

します。 

 

 

 

➋ 対照表 
 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

 

 

1 章 情報社会 

2 章 コンテンツ 

3 章 データサイエンス 

4 章 情報システム 

 

 

(1)アイ、(5) 

(2)アイ、(5) 

(3)アイ、(5) 

(4)アイ、(5) 

3-106 ページ 

4-11、56-65 ページ 

12-25、66-75 ページ 

26-41、76-91 ページ 

42-54、92-105 ページ 

 

 

14 

14 

16 

16 

 (1)イ (2)イ (3)イ (4)イ 

(5) 
107-129 ページ 8 

 (1)ア (2)ア (3)ア (4)ア 

(5) 
130-169 ページ 2 

 

 

実習編・理論編 

資料編 

 

活用編

組織・配列・構成 

内容の選択・程度 

表記・表現 

印刷・造本上の工夫 

教科書を補完する 

指導書の工夫 


